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1. 図-1 に示すように，分布荷重が作用する支間長 l の単純ばりを考える．はりは線形弾性体

でヤング率を E とし，その断面は左右対称，かつ，一様な I型で，図 1の右図に示す断面

寸法を持つとする．ただし，I型部材の板厚 t は h に比べると十分小さいものとして，例え

ば，はりの断面積 A を 5 /2 5 /2と近似できるとする．以下の(1)～(2)の問い

に答えよ．  

 
                 

図-1 分布荷重を受ける単純ばり 

 

(1) はりの断面下端から中立軸までの距離 を によって表せ．  
(2) 中立軸周りの断面 2 次モーメント を t と h によって表せ．  

 
２．図-1 の単純ばりの最大鉛直変位が想定した値よりも 10%だけ大きかった．そのため図-2
に示すように，外ケーブルをはりの下面中央に沿って設置した．荷重が載荷されていない

状態で，ケーブルの引張力はなく，かつ，ゆるみがないように，ケーブルの両端をはりの

両端下部に定着し，その後，図-2 に示すように分布荷重を作用させた．ケーブルの断面積

を とし，ヤング率を として，以下の(1)～(3)の問いに答えよ．なお，ケーブルの

断面寸法は，はりの高さ h に比べると十分小さいものとする． 

 
 

図-2 分布荷重を受ける外ケーブル付きの単純ばり 

 
 

(1) はりの断面下端から中立軸までの距離y’を , n, t 及び h を用いて表せ． 
(2) 微小変形理論に基づき曲げ変形のみを考えると，ある断面でのはりの曲率半径ρと曲

げモーメント M の関係を 
1

 

 
と表すことができる． を , n, t 及び h を用いて表せ． 

(3) はりの最大鉛直変位を想定した値以下に収めるために必要なケーブルの断面積 を

求めよ．ただし，h=300mm, t=10mm, n=8 とする．  
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